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　きょうの天気と気温

　日の出（マニラ）    午前５時 42 分
　日の入り                  午後６時 19 分
前日の気温
　　　　最高 32.2（午後１時 50 分）
　　　　最低 27.0（午前６時）

☀ ☁

☀ ☁

☀ ☁
☀ ☁

☁ ☂

☀ ☁

バギオ
☀ ☁
16℃/23℃

外国為替と株価動向（16日）
＄１＝Ｐ 56.515（前回比 0.325 高）
　　＝￥145.58（前回比 0.22 高）
比証券取引所株価指数＝ 6,410.09

（同 74.18 ポイント△）
日経平均株価＝ 31,766.82 円

（同 472.07 円▼）
市中両替レート

１万円＝Ｐ 3,850、＄100 ＝Ｐ 5,630
                （マニラ市の市中両替商調べ）
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新
古
本

　
ま
ず
は
ご
尽
力
く
だ
さ
っ

た
大
使
館
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
日

系
人
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
、
入
国
管
理
局
の
皆

様
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
２

世
が
日
本
を
訪
れ
る
、
と
い

う
の
は
長
い
間
私
た
ち
の
ジ

レ
ン
マ
で
し
た
。
や
っ
と
の

　
在
比
日
本
国
大
使
館
は
14

日
、
日
本
の
国
籍
を
回
復
し

た
残
留
日
本
人
が
日
本
の
パ

ス
ポ
ー
ト
で
比
か
ら
出
入
国

す
る
際
、
日
本
国
籍
者
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
罰
金
が
猶

予
さ
れ
る
旨
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
、
比
司
法
省
が
出
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。
過
去
に

は
、
比
か
ら
就
籍
の
申
請
を

し
て
い
た
残
留
日
本
人
が
就

籍
後
に
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト

で
出
国
手
続
き
を
し
た
際
、

年
齢
分
の
違
法
滞
在
罰
金
を

請
求
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が

発
生
し
て
い
た
が
、
今
回
の

通
達
で
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト

で
出
国
す
る
際
に
罰
金
・
手

数
料
が
猶
予
さ
れ
る
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
。

　
入
管
の
ダ
ナ
・
サ
ン
ド

バ
ル
報
道
官
が
ま
に
ら
新

聞
に
提
供
し
た
入
管
通
達

２
０
２
３
―
０
０
４
号
「
比

日
系
人
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
の
複
写
に
よ
る
と
、

入
管
は
「
日
系
人
」
を
「
日

本
を
離
れ
外
国
に
移
住
し
た

日
本
人
お
よ
び
そ
の
子
孫
」

と
定
義
。
比
日
系
人
に
つ
い

て
「
比
国
パ
ス
ポ
ー
ト
保
有

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
出
国
が

許
さ
れ
る
」
と
明
記
し
た
。

　
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
出

入
国
す
る
際
の
要
件
と
し
て

は
①
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
ま

た
は
渡
航
文
書
②
日
系
人
で

あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
入
管

命
令
―
―
の
二
つ
。

　
入
管
の
日
系
人
認
定
を
受

け
る
に
は
①
比
の
公
証
役
場

で
公
証
さ
れ
た
日
系
人
認
定

の
要
望
書
②
申
請
者
を
日
系

人
と
宣
言
す
る
日
本
大
使
館

に
よ
る
証
明
書
③
日
本
パ
ス

ポ
ー
ト
ま
た
は
渡
航
文
書
の

複
写
―
―
の
三
つ
が
必
要
。

　
申
請
や
書
類
作
成
に
つ
い

　
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
ダ
バ
オ

市
ミ
ン
タ
ル
に
あ
り
日
本
人

移
民
が
多
く
眠
る
共
同
墓
地

で
11
日
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

市
街
地
か
ら
車
で
約
45
分
、

墓
地
は
閑
静
な
佇
ま
い
の
中

に
あ
る
。
戦
前
の
ダ
バ
オ
に

は
約
２
万
人
の
日
本
人
が
居

住
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、
特

に
ミ
ン
タ
ル
は
戦
前
「
リ
ト

ル
東
京
」と
呼
ば
れ
て
き
た
。

　
今
年
の
慰
霊
祭
に
は
日
系

人
約
70
人
を
は
じ
め
、
在
ダ

バ
オ
総
領
事
館
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
日
系
人
会
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ

日
本
人
商
工
会
議
所
な
ど
の

関
係
者
計
１
０
０
人
近
く
が

参
加
。
在
留
先
亡
同
胞
霊
塔

と
刻
ま
れ
た
墓
塔
に
各
人
が

花
を
供
え
、
線
香
を
手
向
け

た
。

　
石
川
義
久
ダ
バ
オ
総
領
事

は
「
８
月
は
日
本
人
に
と
っ

て
戦
争
の
悲
痛
な
感
情
と
と

も
に
思
い
出
す
特
別
な
月
」

と
し
た
上
で
「
日
本
と
ダ
バ

オ
に
架
け
橋
を
築
い
た
先
人

た
ち
に
敬
意
を
表
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
ま
た
「
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
第
二
次
世
界
大
戦
の

主
戦
場
。
全
て
の
先
人
の

苦
難
に
思
い
を
馳
せ
よ
う 

」
と
二
度
と
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
を
誓
い
、
今
年

が
日
本
人
に
よ
る
比
へ
の
移

民
１
２
０
周
年
を
祝
う
特
別

な
年
で
あ
る
こ
と
も
強
調
し

た
。「
未
来
を
考
え
対
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
と
も
に

発
展
に
貢
献
し
よ
う
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め
た
。

入
管
の
日
系
人
認
定
に
基
づ
き

て
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ィ
リ
ピ
ン
日

系
人
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
支
援
を
行
う
。

　
同
通
達
は
ま
た
「
比
国
籍

の
放
棄
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
通
常
の
外
国
人
に
課
さ

れ
る
規
則
お
よ
び
罰
金
が

（
元
）
日
系
人
に
も
適
用
さ

れ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
に
は
、
就
籍

を
果
た
し
た
新
・
ビ
エ
ン
ベ

ニ
ド
・
ト
シ
オ
さ
ん
（
70
）

＝
当
時
＝
が
日
本
へ
の
渡

航
手
続
き
を
す
る
際
、「
生

後
70
年
間
不
法
滞
在
に
当

た
る
」
と
し
て
入
管
か
ら

１
４
４
万
ペ
ソ
（
当
時
の

レ
ー
ト
で
約
３
３
０
万
円
）

の
罰
金
が
科
さ
れ
た
。

　
そ
の
際
は
大
使
館
の
天
野

哲
郎
総
領
事
＝
当
時
、
泉
川

直
仁
領
事
＝
同
、
Ｐ
Ｎ
Ｌ
Ｓ

Ｃ
の
猪
俣
典
弘
事
務
局
長
＝

同
＝
に
よ
る
交
渉
で
、
就
籍

日
か
ら
起
算
し
た
日
数
分
の

罰
金
を
支
払
う
こ
と
で
決
着

し
た
が
、
あ
く
ま
で
当
時
の

入
管
長
官
に
よ
る
特
例
と
さ

れ
た
。
日
本
大
使
館
は
こ
の

「
不
法
滞
在
」
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
比
司
法
省
な
ど

と
交
渉
を
続
け
て
い
た
。

（
竹
下
友
章
）

日
系
人
70
人
、塩
村
議
員
ら
が
参
加

　
慰
霊
祭
に
は
、
ル
ソ
ン
島

の
イ
ン
フ
ァ
ン
タ
で
父
親
の

伯
父
が
戦
死
し
た
と
い
う
塩

村
あ
や
か
参
議
院
議
員
（
立

憲
民
主
党
）
の
姿
も
あ
っ

た
。
塩
村
議
員
は
「
遺
骨
も

戻
っ
て
お
ら
ず
、
い
つ
か
父

や
親
族
の
代
わ
り
に
慰
霊
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
。
全
て

の
戦
没
者
に
対
し
、
哀
悼
の

意
を
表
す
」
と
し
、「
戦
争

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

追
悼
と
平
和
へ
の
思
い
を
言

葉
に
し
た
。
さ
ら
に
「
今
回

の
訪
問
で
は
残
留
邦
人
と
の

面
談
も
行
い
、
未
解
決
問
題

の
解
決
に
向
け
、
国
会
議
員

の
一
人
と
し
て
努
力
す
る
と

誓
う
」
と
も
語
っ
た
。

　
慰
霊
祭
を
共
催
し
た
バ
ラ

ン
ガ
イ
（
最
小
行
政
区
）
ミ

ン
タ
ル
の
レ
イ
ア
マ
ド
ゥ

ラ
ー
・
バ
ー
ガ
メ
ン
ト
議

長
（
47
）
は
、
ミ
ン
タ
ル
が

戦
前
は
「
リ
ト
ル
東
京
」
と

呼
ば
れ
た
こ
と
を
若
い
世
代

に
積
極
的
に
紹
介
す
る
一
人

だ
。「
ミ
ン
タ
ル
小
学
校
や

ミ
ン
タ
ル
病
院
の
歴
史
に
つ

い
て
語
り
、
ダ
バ
オ
と
日
本

の
偉
大
な
歴
史
を
伝
え
て
い

く
こ
と
が
責
務
で
も
あ
り
誇

り
」
と
挨
拶
し
た
。

　
▽
日
本
人
移
民
に
感
謝

　
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
大
学
学

長
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系
人
会

連
合
会
の
会
長
も
務
め
て
い

る
イ
ネ
ス
・
ヤ
マ
ノ
ウ
チ
・

マ
リ
ャ
リ
氏
は
、
毎
年
開
催

し
て
い
る
慰
霊
祭
が
在
ダ
バ

オ
総
領
事
館
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

日
系
人
会
、
ミ
ン
タ
ル
・
バ

塩村あやか参議院議員＝ 11 日、ダバオ市
ミンタルの共同墓地で中野渡瑞葵撮影

ラ
ン
ガ
イ
の
協
賛
事
業
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
「
今
日
の
ダ
バ
オ
市
の
発
展
に
は
多
く

の
日
本
人
移
民
が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

　
塩
村
国
会
議
員
を
ア
テ
ン

ド
し
な
が
ら
慰
霊
祭
に
参
加

し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
日
系
人

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
代
表
理
事
の
猪
俣
典
弘

氏
は
、「
慰
霊
は
日
本
人
と

現
地
の
人
々
が
と
も
に
行
っ

て
い
く
こ
と
に
意
義
が
あ

る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
明
け

て
か
ら
こ
れ
だ
け
大
々
的
な

慰
霊
祭
は
初
め
て
。
日
系
人

が
70
人
も
集
ま
り
、
総
会
と

は
異
な
る
同
窓
会
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
交
流
す
る
場
と

な
っ
て
い
る
」と
コ
メ
ン
ト
。

「
我
々
も
残
り
の
日
本
国
籍

を
取
得
で
き
て
い
な
い
方
々

の
就
籍
の
た
め
に
尽
力
し
て

い
く
」
と
誓
っ
た
。

（
中
野
渡
瑞
葵
＝
ダ
バ
オ
）

日
系
人
会
連
合
会
マ
リ
ャ
リ
会
長

思
い
で
日
本
人
と
し
て
認
め

ら
れ
た
の
に
、
い
ざ
日
本
に

「
帰
国
」
し
た
ら
罰
金
を
と

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
行
き
た
く
て
も
日
本

に
い
け
な
い
２
世
が
大
勢
お

り
、
長
年
の
課
題
の
一
つ
で

し
た
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
で

き
た
こ
と
で
、「
安
心
し
て

日
本
に
行
け
る
。
そ
し
て
安

心
し
て
い
つ
で
も
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
戻
っ
て
来
ら
れ
る
」
と

い
う
最
後
の
願
い
が
か
な

い
、
本
当
に
心
か
ら
あ
り
が

た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
規

定
が
今
後
も
継
続
し
て
適
用

さ
れ
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
エ
ス
ク
デ

ロ
上
院
議
員
は
15
日
、
中
国

と
領
有
権
を
争
う
南
シ
ナ
海

南
沙
諸
島
に
あ
る
ア
ユ
ギ
ン

礁
（
英
名
セ
カ
ン
ド
・
ト
ー

マ
ス
礁
）
の
周
辺
に
桟
橋
や

海
軍
兵
用
の
宿
舎
な
ど
を
整

備
す
る
事
業
を
来
年
の
予
算

項
目
に
加
え
、
１
億
ペ
ソ
を

確
保
す
べ
き
だ
と
上
院
議
会

で
呼
び
か
け
た
。
16
日
の
英

字
紙
イ
ン
ク
ワ
イ
ア
ラ
―
が

報
じ
た
。

　
ア
ユ
ギ
ン
礁
周
辺
に
は
比

海
軍
が
１
９
９
９
年
に
座
礁

さ
せ
て
海
軍
兵
の
詰
め
所
と

し
て
使
用
し
て
い
る
艦
船

「
シ
エ
ラ
マ
ド
レ
」
が
あ
り
、

今
月
５
日
に
中
国
海
警
局
の

巡
視
船
が
比
沿
岸
警
備
隊
の

公
船
や
補
給
船
に
よ
る
座
礁

船
へ
の
補
給
活
動
を
妨
害
す

る
事
件
が
発
生
し
た
ば
か

り
。

　
こ
の
事
件
を
受
け
て
、
上

院
で
は
ア
ユ
ギ
ン
礁
周
辺
の

領
有
権
主
張
を
補
強
す
る
た

め
、
同
礁
周
辺
地
域
の
埋
立

や
施
設
建
設
に
比
も
乗
り
出

す
べ
き
と
の
意
見
が
出
た
こ

ア
ユ
ギ
ン
礁
整
備
事
業

と
に
な
り
注
目
さ
れ
る
。

　
エ
ス
ク
デ
ロ
議
員
は
上
院

で
の
演
説
で
「（
ア
ユ
ギ
ン

礁
周
辺
で
）
兵
士
の
た
め
の

宿
舎
や
桟
橋
の
建
設
に
１
億

ペ
ソ
の
予
算
措
置
を
行
う
こ

と
を
提
案
す
る
。
ま
た
悪
天

候
で
避
難
す
る
我
が
国
の
漁

民
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
」
と
し
た
上

で
、「
避
難
す
る
漁
民
た
ち

に
は
国
籍
を
問
わ
ず
受
け
入

れ
る
よ
う
に
す
る
。
放
水
銃

で
追
い
払
う
よ
う
な
こ
と
は

し
な
い
」
と
中
国
海
警
局
の

巡
視
船
に
よ
る
妨
害
事
件
を

念
頭
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
流
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
発
揮
す

る
意
向
も
示
し
た
。

　
ま
た
同
議
員
は
「
シ
エ
ラ

マ
ド
レ
の
最
大
の
敵
は
自
然

だ
。
錆
び
つ
い
て
ま
も
な
く

海
に
朽
ち
て
無
く
な
っ
て
し

ま
う
。（
座
礁
さ
せ
て
か
ら
）

お
よ
そ
四
半
世
紀
が
経
っ
て

お
り
、
今
こ
そ
恒
久
的
な
解

決
を
実
施
す
る
時
だ
」
と
早

急
に
恒
久
的
施
設
の
建
設
を

行
う
よ
う
求
め
て
い
る
。

  

25
日
は
休
業
、休
校

     

首
都
圏
と
ブ
ラ
カ
ン
の

     

政
府
機
関
と
公
立
校

　
大
統
領
府
は
16
日
ま
で

に
、
２
０
２
３
年
国
際
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
（
Ｆ
Ｉ

Ｂ
Ａ
）
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

開
幕
に
伴
い
、
首
都
圏
と
ブ

ラ
カ
ン
州
の
政
府
機
関
と
公

立
校
を
対
象
に
25
日
を
休
日

に
す
る
と
発
表
し
た
。

　
ブ
ラ
カ
ン
州
サ
ン
タ
マ
リ

ア
町
で
25
日
に
開
会
式
が
開

か
れ
る
た
め
、
周
辺
で
交
通

渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
緩
和
を
目
的
と
し
た
措

置
。

上院議員

ダバオ慰霊祭

司法省

就
籍
邦
人
の
罰
金
問
題
解
消
へ

「
国
会
議
員
と
し
て
役
割
感
じ
る
」

「
最
後
の
願
い
か
な
っ
た
」

予
算
１
億
ペ
ソ
確
保
を


